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指標設定の考え方と把握方法 財政の硬直化を判断する指標で、決算値から算定

H30見込 H31見込

実質公債費比率（３か年平均） ％ 2.5 2.5 4.02.5 2.8 3.5 3.8

平成27年度市民アンケート調査による

自主財源比率

指
標
③

成果指標名 単位 H26実績 H27計画 H27実績 H28計画 H29見込

現状と課題

◆本市の法人市民税収は、平成２６年度、２７年度は企業業績の好調により税収が大きく増加したが、
景気の動向や企業業績の好不調により大きく変動し、財政指標にも大きく影響を与える。
◆法人市民税の一部国税化や法人税率の引き下げにより市税収入が大幅に減少するため、財政調
整基金やその他の目的基金への計画的な積立と活用、積極的な財源の確保、更なる行政改革による
コスト削減などにより安定した財政運営を行う必要がある。

今後の取り組みの
方向性および次年
度の取組

◆将来にわたって安定した財政運営を行うためには、経済の動向に大きく左右されず財政構造の弾
力化を維持する必要があるため、経常経費の削減や経営資源の最大活用に取り組む。
◆今後見込まれる義務的経費の増大や公共施設等の大規模修繕に備え、計画的に基金の積立を行
うとともに、今年度策定する公共施設等総合管理計画に基づき施設の長寿命化と計画的な更新に取
り組む。

(29年度の取り組み)
・事務事業評価による事務事業の見直し。
・予算編成に際して行政評価や実施計画を反映させるなど計画的な財政運営を継続する。
・公有地の貸付等による新たな財源確保。

市民意識 重要度 高い 満足度 低い

施策の成果向上
に向けての市民と
行政の役割分担

市民
納税義務を果たすとともに、住民個人、住民自治組織、ボランティア等の自助、共助により地域
の課題でできることは地域自らが解決する。

行政 市民ニーズを的確に把握し、自主財源を確保し、限られた財源を効果的な事業に配分する。

達
成
度
評
価

近隣との比較
西三九市で比較すると、自主財源比率は１位、経常収支比率は２位、税収納率は４位、実質公債比
率は７位の値を示している。

過去３年間の実
績との比較

経常収支比率については、80％以下の目標に対し66％の見込みであり、前年より2.7％改善してい
る。また、実質公債費比率も減少しており、健全な状況にある。

97.4 97.5 97.5

指標設定の考え方と把握方法 市税の収納状況により、税の公平性と自主財源の確保の状況を納税課の資料により把握

項目 評価のコメント

指
標
④

H28計画 H29見込 H30見込 H31見込

市税収納率 ％ 97.9 97.1 97.1 97.2

成果指標名 単位 H26実績 H27計画 H27実績

指標設定の考え方と把握方法 財政構造の弾力性を判断する指標で、決算値から算定

指
標
②

成果指標名 単位 H26実績 H27計画

指
標
①

指標設定の考え方と把握方法 市政運営の自主性と安定性を判断する指標で、決算値から算定

H27実績 H28計画 H29見込 H30見込 H31見込

自主財源比率 ％ 83.1 77.5

H28計画 H29見込 H30見込 H31見込

経常収支比率 ％ 68.7 76.0

成果指標名 単位 H26実績 H27計画 H27実績

成
果
指
標
名

経常収支比率

実質公債費比率

市税収納率

市債残高（一般会計） 千円 10,048,485 9,376,540 8,791,597 8,148,532

歳出決算額（普通会計）千円 25,072,321 26,842,129 24,139,751 23,750,666 23,608,742 21,656,519

21,656,519

関係課名 財政課、税務課、納税課

施
策
の
目
的

対　象 市財政

対象指標名 単位 H26実績 H27実績 H28計画 H29見込 H30見込 H31見込

歳入決算額（普通会計）千円 26,561,287 29,165,201 24,139,751 23,750,666 23,608,742

7,364,975 6,921,946

意　図
・財政構造を健全化させ、安定した財政運営を行う
・市税の公平かつ適正な課税と収納率を向上させ、
財源の確保を図る
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